
１ 

ア：①  イ：⑥  ウ：④  エ：②  オ：⑨  カ：①  キ：③  ク：⑦   

ケ：⊖  コ：①  サ：①  シ：③  ス：⑨  セ：①  ソ：⓪  タ：①   

チ：⑥  ツ：⓪  テ：②  ト：①  ナ：⑥  ニ：①③ 

２ 

ア：①  イ：②  ウ：③  エ：③  オ：②  カ：②  キ：④  ク：⓪   

ケ：⑥  コ：⓪  サ：③  シ：⓪  ス：③  セ：⓪  ソ：⑧  タ：①   

チ：②  ツ：⑦  テ：③  ト：⑤  ナ：⑤  ニ：⓪  ヌ：③  ネ：④ 

ノ：⑤  ハ：②  ヒ：① 

 

 

～講評～ 

得点目標は８割５分～９割。 

大問１、大問２ともに、ほとんどが基本的な知識と典型的な考察問題から構成されており、十分な演習を重ねて

きた受験生は高得点も狙えた。問題文と表や図だけで２ページにわたる少々情報の多い考察問題も出題されたが、

論理構造はとても単純だったので、解答時間が足りなくなるようなこともなかっただろう。 

一部の問題で、標準レベルを超えた知識が求められることや、問題文の指定する内容を注意深く読む必要があっ

たため、このような問題で差がついたのではないかと思われる。 

 


